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33つの事故を振り返るつの事故を振り返る

••バルク＆ヘラクレス号の衝突バルク＆ヘラクレス号の衝突
–– 20042004年年33月　ボスニア湾　スウェーデン月　ボスニア湾　スウェーデン

••ポロポロMM号の座礁号の座礁
–– 20042004年年1111月　ゴトランド　スウェーデン月　ゴトランド　スウェーデン

••スレンダンアユ号の座礁スレンダンアユ号の座礁
–– 20042004年年1212月　アラスカ　米国月　アラスカ　米国
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バルク＆ヘラクレス号の事故バルク＆ヘラクレス号の事故

•• 20042004年年33月月22日、フィンラ日、フィンラ
ンドとスウェーデン間をンドとスウェーデン間を
航行中に航行援助施設航行中に航行援助施設
に衝突に衝突

•• 両者とも沈没し、以下が両者とも沈没し、以下が
流出流出
–– 石炭　石炭　13000 m313000 m3

–– IFOIFO--180180　　70m3 70m3 

–– MDOMDO　　120m3 120m3 

•• 油と氷が近隣の島（ス油と氷が近隣の島（ス
ウェーデンの自然保護ウェーデンの自然保護
区）に漂着区）に漂着
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••RodskarRodskar島近く（南西島近く（南西1414海里）海里）
に油で汚染された氷が集積に油で汚染された氷が集積
••水面には油なし水面には油なし

••　　22箇所で約箇所で約3030m3m3

••　　汚染された氷を機械回収汚染された氷を機械回収

••　　スチームで溶かし、油を回収スチームで溶かし、油を回収
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防除作業の成果は？防除作業の成果は？
•• 1010日後日後

–– コンテナコンテナ200200個分を回収個分を回収
–– 回収した油　回収した油　11～～55m3 m3 
–– コンテナあたりコンテナあたり55～～2525リットルリットル
–– 1m31m3あたりあたり129,000129,000ドルドル

••きわめて低い回収率きわめて低い回収率

••汚染された氷のほとんどは海岸で溶けたか汚染された氷のほとんどは海岸で溶けたか
流れ去った流れ去った

海岸線の油濁を防止できず海岸線の油濁を防止できず
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ポロポロ MM号の座礁号の座礁
•• 20042004年年1111月月2323日、日、

悪天候のためゴトラ悪天候のためゴトラ
ンド島（スウェーデンド島（スウェーデ
ン）にて座礁ン）にて座礁

•• 船底を大きく損傷船底を大きく損傷
•• 積載物積載物

–– セメント　セメント　23,00023,000トントン

–– HFOHFO--380380　　1,0001,000m3m3

–– MDOMDO　　150150m3m3
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ポロポロ MM号の座礁号の座礁

••瀬取作業瀬取作業

–– セメント（セメント（4,0004,000トン）トン）

–– HFOHFO（（900900m3m3））

•• 推定流出量推定流出量 5050～～100100m3 m3 

油の挙動油の挙動

••船の周辺にタールボール状やパンケーキ状船の周辺にタールボール状やパンケーキ状
の油見られるの油見られる

••水面に油は見られない水面に油は見られない

••しかし海岸に油が漂着？しかし海岸に油が漂着？

ØØ水中に沈んだ油（深さ水中に沈んだ油（深さ1010cmcm～～1m1m））
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油が水中に？油が水中に？

••なぜか？なぜか？
–– 油の密度（摂氏油の密度（摂氏1515度度でで0.99010.9901））
–– 水温水温 摂氏摂氏44度度
–– 低い塩分濃度（低い塩分濃度（10 10 0/000/00））

••油の密度が水の密度を上回った結果油の密度が水の密度を上回った結果……

ØØ油が水中に油が水中に
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スレンダンアユ号の座礁スレンダンアユ号の座礁

•• エンジン停止後にウナラスエンジン停止後にウナラス
カ島（アラスカ）で座礁、真っカ島（アラスカ）で座礁、真っ
二つに二つに

•• 乗組員乗組員66名が避難中に死亡名が避難中に死亡
•• 20042004年年1212月月77日日
•• 遠隔地遠隔地
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スレンダンアユ号の座礁スレンダンアユ号の座礁

•• 積載物積載物
–– HFOHFO--380380　　1,6001,600m3m3

–– MDOMDO　　7070m3m3

•• 約約1,0001,000m3m3が流出が流出
•• 船尾部の瀬取作業船尾部の瀬取作業
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油の挙動油の挙動

•• 浮遊物浮遊物
–– 油膜油膜

–– タールボールタールボール

•• 高粘度化高粘度化
•• 低温（摂氏低温（摂氏33度）度）

•• 乳化乳化

•• 氷中の油は少量氷中の油は少量
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高粘度油であるため、堆積層深く浸透せず

得られた教訓－冷水海得られた教訓－冷水海

•• 安全上の問題安全上の問題
•• PPEPPE
•• 後方支援後方支援

•• 氷中の油は回収率が低氷中の油は回収率が低
くなるくなる

•• 油の密度と粘度が影響油の密度と粘度が影響
を受けるを受ける
–– 密度と粘度の増加密度と粘度の増加
–– 水中に沈む可能性水中に沈む可能性

•• 手作業による回収が効手作業による回収が効
果的である果的である


